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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】触媒の早期活性化を図りつつ、触媒の熱気によ
る車両部品への影響を低減できる鞍乗型車両を提供する
。
【解決手段】車体フレームと、シリンダ軸線が水平方向
を向くように設けられた水平シリンダ部９６およびクラ
ンクケース部を含む単気筒４ストロークエンジンユニッ
トと、単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられ
、車体フレームに揺動可能に支持される揺動支持部１０
５、１０６、１０８、１０９と、通路方向の長さが、通
路方向に直交する方向の最大幅より長く、排気通路内で
排ガスの浄化能力が最も高く、鞍乗型車両８０の左右方
向において、揺動支持部の左端の左方または右端の右方
に配置され、側面視で揺動支持部１０５、１０６、１０
８、１０９と少なくとも一部が重なり、且つ、上面視ま
たは下面視で単気筒４ストロークエンジンユニットと一
部が重なるように配置されたメイン触媒１００と、を備
える構成を採る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鞍乗型車両であって、
　車体フレームと、
　シリンダ軸線が水平方向を向くように設けられた水平シリンダ部およびクランクケース
部を含む単気筒４ストロークエンジンユニットと、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられ、前記車体フレームに揺動可能に
支持される揺動支持部と、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットの上方に配置される車両部品と、
　通路方向の長さが、通路方向に直交する方向の最大幅より長く、排気通路内で排ガスの
浄化能力が最も高く、前記鞍乗型車両の左右方向において、前記揺動支持部の左端の左方
または右端の右方に配置され、側面視で前記揺動支持部と少なくとも一部が重なり、且つ
、上面視または下面視で前記単気筒４ストロークエンジンユニットと一部が重なるように
配置されたメイン触媒と、
　を備える鞍乗型車両。
【請求項２】
　前記揺動支持部は、
　前記車体フレームと前記単気筒４ストロークエンジンユニットとを接続するリンク部材
と、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられ、第２ピボット軸を中心に回転可
能に、前記リンク部材の他端部と接続するエンジン支持部と、
　を備える請求項１記載の鞍乗型車両。
【請求項３】
　前記鞍乗型車両の中央より左方又は中央より右方に、空気を流して前記単気筒４ストロ
ークエンジンユニットを冷却するファンを備え、
　前記メイン触媒は、前記鞍乗型車両の中央より左方又は中央より右方のうち、前記ファ
ンが設けられた方に配置される、
　請求項１記載の鞍乗型車両。
【請求項４】
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットの上方に配置され、前記車体フレームに支持
されたシートと、
　前記シートの前部下方、左部下方および右部下方を覆う車体カバーと、
　前記シートの前方、且つ、前記車体フレームの上部に設けられた足載せ板と、
　をさらに備える請求項１記載の鞍乗型車両。
【請求項５】
　前記メイン触媒の排ガスの流れ方向に直交する断面積は、前記メイン触媒の前および後
の排気通路の排ガスの流れ方向に直交する断面積より大きい、
　請求項１記載の鞍乗型車両。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鞍乗型車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　触媒を排気通路の消音器より上流に配置する構造が提案されている（例えば、特許文献
１）。この提案によれば、高温になると活性が高まる触媒に、高温の排ガスを流入できる
ので、触媒の早期活性を高めることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２０７５７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に開示の技術をいわゆるスクータ型の自動二輪車に適用することが考え
られる。スクータ型の自動二輪車は、シリンダ軸線が水平方向を向くように設けられた水
平シリンダ部およびクランクケース部を含み、車体フレームに対して揺動可能に支持され
た単気筒４ストロークエンジンユニットを備えている。また、その単気筒４ストロークエ
ンジンユニットは、シートや車体カバーなどの車両部品の下方に設けられている。そのた
め、エンジンの下方に触媒を配置した場合、エンジン全開から走行停止したとすると、エ
ンジンの熱気と触媒の熱気とが上昇し、エンジン上方のシートや車体カバーなどの車両部
品で構成される空間に熱が籠ることが判明した。また、エンジン上方の空間に熱が籠もる
と、車体カバー、収納ボックス、エンジンユニットに含まれるインジェクタ、センサ等の
車両部品への影響があることが分かった。
【０００５】
　本発明の目的は、触媒の早期活性化を図りつつ、触媒の熱気による車両部品への影響を
低減できる鞍乗型車両を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様（態様１）に係る鞍乗型車両は、
　車体フレームと、
　シリンダ軸線が水平方向を向くように設けられた水平シリンダ部およびクランクケース
部を含む単気筒４ストロークエンジンユニットと、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられ、前記車体フレームに揺動可能に
支持される揺動支持部と、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットの上方に配置される車両部品と、
　通路方向の長さが、通路方向に直交する方向の最大幅より長く、排気通路内で排ガスの
浄化能力が最も高く、前記鞍乗型車両の左右方向において、前記揺動支持部の左端の左方
または右端の右方に配置され、側面視で前記揺動支持部と少なくとも一部が重なり、且つ
、上面視または下面視で前記単気筒４ストロークエンジンユニットと一部が重なるように
配置されたメイン触媒と、
　を備える構成を採る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明者らは、シリンダ軸線が水平方向を向くように設けられた水平シリンダ部、クラ
ンクケース部およびそれらを車体フレームに揺動可能に支持する揺動支持部を含む単気筒
４ストロークエンジンユニットを有する鞍乗型車両についてメイン触媒を消音器より上流
の排気通路に配置することを検討した。このような鞍乗型車両においては、揺動支持部の
左端から右端までの距離が、単気筒４ストロークエンジンユニットの幅より狭く、揺動支
持部の左端の左方および右端の右方にデッドスペースがある。また、揺動支持部は、エン
ジンユニットの下面または上面に設けられており、そのデッドスペースは、車両の左右方
向が開放された空間である。本発明によれば、通路方向の長さが、通路方向に直交する方
向の最大幅より長いメイン触媒を採用し、鞍乗型車両の左右方向において、揺動支持部の
左端の左方または右端の右方にメイン触媒を配置する。さらに、メイン触媒を、側面視で
揺動支持部と少なくとも一部が重なり、且つ、上面視または下面視で単気筒４ストローク
エンジンユニットと一部が重なるように配置する。この配置により、メイン触媒は、単気
筒４ストロークエンジンユニットよりも左右方向に大きくはみ出すことなく、且つ、メイ
ン触媒の左右の一方が外に開放されるよう、デッドスペースにメイン触媒を配置すること
ができる。メイン触媒の左右の一方が外に開放されるように配置されることで、メイン触
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媒から放出される熱気の大部分を単気筒４ストロークエンジンユニットの左方又は右方に
逃がして、エンジンユニット上方の空間に熱を籠もりにくくすることができる。また、シ
リンダ軸線が水平方向を向くように設けられた水平シリンダ部およびクランクケース部を
含む単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられる揺動支持部と側面視で少なくとも
一部が重なるようにメイン触媒を配置したので、メイン触媒の早期活性化を図ることがで
きる。よって、本発明によれば、触媒の早期活性化を図りつつ、触媒の熱気による車両部
品への影響を低減できる。
【０００８】
　また、本発明は、以下の態様を採用してもよい。
【０００９】
　態様２の鞍乗型車両は、態様１の鞍乗型車両において、
　前記揺動支持部は、
　前記車体フレームと前記単気筒４ストロークエンジンユニットとを接続するリンク部材
と、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットに設けられ、第２ピボット軸を中心に回転可
能に、前記リンク部材の他端部と接続するエンジン支持部と、
　を備える構成を採る。
【００１０】
　態様２によれば、車体フレームと単気筒４ストロークエンジンユニットとを接続するリ
ンク部材と、車体フレームに設けられ、第１ピボット軸を中心に回転可能に、リンク部材
の一端部と接続するリンク部材支持部と、単気筒４ストロークエンジンユニットに設けら
れ、第２ピボット軸を中心に回転可能に、リンク部材の他端部と接続するエンジン支持部
とを備えることにより、単気筒４ストロークエンジンユニットの左方又は右方で一方が外
に開放されるようにメイン触媒を配置することができる。これにより、メイン触媒から放
出される熱気の大部分を車両の外へ逃がすことができる。
【００１１】
　態様３の鞍乗型車両は、態様１の鞍乗型車両において、
　前記鞍乗型車両の中央より左方又は中央より右方に、空気を流して前記単気筒４ストロ
ークエンジンユニットを冷却するファンを備え、
　前記メイン触媒は、前記鞍乗型車両の中央より左方又は中央より右方のうち、前記ファ
ンが設けられた方に配置される、
　構成を採る。
【００１２】
　態様３によれば、メイン触媒が、鞍乗型車両の中央より左方又は中央より右方のうち、
ファンの設けられた方に配置されるので、メイン触媒から放出された熱気をファンが吸い
込み、車両の外へ逃がすことができる。
【００１３】
　態様４の鞍乗型車両は、態様１の鞍乗型車両において、
　前記単気筒４ストロークエンジンユニットの上方に配置され、前記車体フレームに支持
されたシートと、
　前記シートの前部下方、左部下方および右部下方を覆う車体カバーと、
　前記シートの前方、且つ、前記車体フレームの上部に設けられた足載せ板と、
　をさらに備える構成を採る。
【００１４】
　態様４によれば、前記単気筒４ストロークエンジンユニットの上方に配置され、前記車
体フレームに支持されたシートと、前記シートの前部下方、左部下方および右部下方を覆
う車体カバーと、前記シートの前方、且つ、前記車体フレームの上部に設けられた足載せ
板と、を備える自動二輪車においても、単気筒４ストロークエンジンユニット上方の車体
カバーに覆われた空間に熱を籠もりにくくすることができる。
【００１５】
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　態様５の鞍乗型車両は、態様１の鞍乗型車両において、
　前記メイン触媒の排ガスの流れ方向に直交する断面積は、前記メイン触媒の前および後
の排気通路の排ガスの流れ方向に直交する断面積より大きい、
　構成を採る。
【００１６】
　態様５によれば、メイン触媒の排ガスの流れ方向に直交する断面積は、メイン触媒の前
および後の排気通路の排ガスの流れ方向に直交する断面積より大きいので、断面積が小さ
い場合又は同じ場合と比較して、メイン触媒の浄化能力が高くなる。また、小さい場合と
比較して、排気通路の上流に配置できる触媒が多くなるため、メイン触媒の活性も早くな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態の自動二輪車を示す側面図
【図２】実施の形態の自動二輪車の底面図
【図３】実施の形態の自動二輪車の車体カバーを外した状態の側面図
【図４】実施の形態の自動二輪車の車体カバーを外した状態の底面図
【図５】（ａ）メイン触媒の配置パターンの変形例１を示す側面図、（ｂ）メイン触媒の
配置パターンの変形例１を示す底面図
【図６】（ａ）メイン触媒の配置パターンの変形例２を示す側面図、（ｂ）メイン触媒の
配置パターンの変形例２を示す底面図
【図７】（ａ）メイン触媒の配置パターンの変形例３を示す側面図、（ｂ）メイン触媒の
配置パターンの変形例３を示す底面図
【図８】エンジンと車体フレームとが直接接続される構造例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。以下の説明にお
いて、前、後、左、右は、それぞれ自動二輪車の乗員から見た前、後、左、右を意味する
ものとする。図面に付した符号Ｆ、Ｒｅ、Ｌ、Ｒは、それぞれ前、後、左、右を表す。
【００１９】
　（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態の自動二輪車を示す側面図である。図２は、実施の形態の
自動二輪車の底面図である。図３は、実施の形態の自動二輪車の車体カバーを外した状態
の側面図である。図４は、実施の形態の自動二輪車の車体カバーを外した状態の底面図で
ある。
【００２０】
　実施の形態の鞍乗型車両は、いわゆる強制空冷式スクータ型の自動二輪車８０である。
実施の形態では、排気管９９が、右リンク部材１０５より右方を通るスクータ型の自動二
輪車８０に本発明を適用した一例を示す。
【００２１】
　自動二輪車８０は、車体フレーム８１を有している。車体フレーム８１は、全体として
車両前後方向に延びた形態である。車体フレーム８１は、ヘッドフレーム８２と、ヘッド
フレーム８２から斜め下後方へ延びたメインフレーム８３とを備えている。また、車体フ
レーム８１は、メインフレーム８３の下端から後方へ略水平に延びた左右一対のサイドフ
レーム８４と、サイドフレーム８４の後端から斜め上後方へ延びた左右一対のリアフレー
ム８５とを備えている。また、車体フレーム８１は、リアフレーム８５の後端から後方へ
略水平に延びた左右一対のシートフレーム８６を備えている。
【００２２】
　ヘッドフレーム８２には、ハンドル８７から下方へ延ばしたフロントフォーク８８が挿
通されている。フロントフォーク８８の下端部に前輪８９が取り付けられている。これに
より、前輪８９は、フロントフォーク８８を介して車体フレーム８１に支持されている。
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左右一対のサイドフレーム８４には足載せ板９０が取り付けられている。左右一対のサイ
ドフレーム８４によって、足載せ板支持部が構成されている。この足載せ板９０は、後述
するシート９１に着座した搭乗者が足を置く場所である。したがって、足載せ板９０は、
シート９１の前方、且つ、車体フレーム８１の上部に配置されている。
【００２３】
　足載せ板９０は、車両前後方向に延びている。車両前後方向において、足載せ板９０は
、緩やかに湾曲した形状とされている。足載せ板９０は、足載せ板９０の中間部から後端
部に向かうほど、上方に反っている。
【００２４】
　リアフレーム８５およびシートフレーム８６には、収納ボックスが取り付けられていて
もよい。収納ボックスは、車両左右方向において左右両シートフレーム８６の間に配置す
るとよい。収納ボックスは、上面が解放された箱型に形成するとよい。
【００２５】
　シートフレーム８６には、シート９１が取り付けられている。シート９１は、エンジン
９３の上方に配置され、車両前後方向において車体フレーム８１の中間部から後端にかけ
て延びている。収納ボックスはシート９１の下方に配置されている。シート９１は、収納
ボックスの上面の開口を開閉するための蓋としての機能を兼ね備えている。
【００２６】
　シート９１の下方には、このシート９１の下方の空間としての下方空間Ｇ１（図３を参
照）が形成されている。収納ボックスは、下方空間Ｇ１に配置されている。
【００２７】
　リアフレーム８５には、車体カバー９２が取り付けられている。車体カバー９２は、足
載せ板９０の後部から上方に立ち上がった形態とされている。車体カバー９２は、シート
９１の下方空間Ｇ１（図３）の一部を囲むように配置され、シート９１の前部下方、左部
下方および右部下方を覆っている。車体カバー９２は、収納ボックス、および、後述する
エンジン９３の前端部の前方、左方および右方を囲う。
【００２８】
　車体フレーム８１には、揺動支持部（１０５、１０６、１０８、１０９）を介して、ユ
ニットスイングタイプのエンジン９３が取り付けられている。図３に示すように、エンジ
ン９３は、車体フレーム８１に対して、揺動支持部の第１ピボット軸９４および第２ピボ
ット軸１０７回りに揺動が可能である。揺動支持部は、前輪８９より後方、クランクケー
ス部９５より前方、シリンダ部９６の下方、車体カバー９２の左端よりも右方、および、
車体カバー９２の右端よりも左方に配置されている。
【００２９】
　具体的には、揺動支持部は、右リンク部材１０５、左リンク部材１０６、リンク部材支
持部１０８およびエンジン支持部１０９を有する。右リンク部材１０５および左リンク部
材１０６のそれぞれの一端部が、車体フレーム８１に設けられたリンク部材支持部１０８
に接続されている。このとき、右リンク部材１０５および左リンク部材１０６は、第１ピ
ボット軸９４を中心に回転可能に接続される。また、右リンク部材１０５および左リンク
部材１０６のそれぞれの他端部が、エンジン９３に設けられたエンジン支持部１０９に接
続されている。このとき、右リンク部材１０５および左リンク部材１０６は、第２ピボッ
ト軸１０７を中心に回転可能に接続される。
【００３０】
　エンジン支持部１０９は、重量の大きいエンジン９３を支えるための厚みと面積を有し
ている。揺動支持部の左端から右端までの距離Ｄ２がエンジン９３の幅Ｄ１より狭い（図
４参照）。
【００３１】
　自動二輪車８０は、エンジンユニットとして、シリンダ部９６と、シリンダヘッド部９
７と、クランクケース部９５と、揺動支持部（１０５、１０６、１０８、１０９）と、排
気管９９と、メイン触媒１００と、消音器１０１とを備えている。エンジンユニットの上
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方には、車両部品が配置される。車両部品としては、スロットルおよびインジェクタ等の
燃料供給部品、電装部品、車体カバー９２、シート９１、収納ボックス、センサ等が挙げ
られる。
【００３２】
　エンジン９３は、強制空冷式の単気筒４ストロークエンジンである。エンジン９３の前
端、左方および右方が車体カバー９２によって覆われている。エンジン９３は、シート９
１の下方空間Ｇ１（図３）において、車体カバー９２の後方に配置されている。エンジン
９３は、クランクケース部９５と、クランクケース部９５から前方に延びるシリンダ部９
６と、シリンダ部９６の前方に接続されたシリンダヘッド部９７とを備えている。エンジ
ン９３の動力により、後輪１０３が駆動される。
【００３３】
　クランクケース部９５は、エンジン９３の後端部を構成している。クランクケース部９
５には、車両左右方向に延びるクランク軸が収容されている。クランク軸の右端部には、
ファン９８が一体に回転可能に連結されている。ファン９８は、クランク軸の回転によっ
て駆動される。ファン９８は、自動二輪車８０の中央より右方に設けられ、エンジン９３
を冷却するために空気を取り入れ、空気を冷却風として導入する。
【００３４】
　シリンダヘッド部９７は、シリンダ部９６の前部に接続されており、エンジン９３の前
端部を構成している。シリンダヘッド部９７には、吸気通路および排ガス通路が形成され
ている。この吸気通路には吸気管が接続され、排ガス通路の下流端には排ガスを下流に流
す排気管９９が接続されている。
【００３５】
　本明細書において、シリンダ軸線Ｌ１が水平方向に延びるとは、シリンダ軸線Ｌ１と水
平面の法線Ｖ１との成す鋭角θ（図３）が、５５度以上であるものと定義する。
【００３６】
　排気管９９の下流部には、消音器１０１が接続されている。消音器１０１は、膨張室、
および、絞り部を有し、排ガスの脈動波を抑制することで排気音の音量を低減する。消音
器１０１の下流端には、大気に面する放出口が設けられている。消音器１０１を通過した
排ガスは、放出口から大気へ放出される。
【００３７】
　排気管９９の途中には、排ガスを浄化するメイン触媒１００が配置されている。メイン
触媒１００は、三元触媒であり、排ガスを通過させることで、排ガスを浄化する。メイン
触媒１００は、排気通路の通路方向の長さは、通路方向に直交する方向の最大幅より長く
、排気通路の中で最も浄化性能の高い触媒である。メイン触媒１００は、排気管９９の通
路幅より十分に細い複数の通路が設けられた多孔構造を有している。メイン触媒１００は
、揺動支持部の右方に配置され、側面視で揺動支持部と少なくとも一部が重なり、且つ、
下面視でエンジン９３と一部が重なるように配置されている。メイン触媒１００は、排気
通路の通路方向に垂直な方向の断面積が、メイン触媒１００の前および後の排気通路の通
路方向に垂直な方向の断面積より大きい。メイン触媒１００は、ファン９８が設けられた
方に配置される。これにより、メイン触媒１００から放出された熱気をファン９８が吸い
込み、自動二輪車８０の外へ逃がすことができる。なお、多孔構造とは、複数の通路が束
状に集められた構造であり、排ガスの通路方向に垂直な断面を見たときに、多孔になって
いる構造を言う。多孔構造の一例は、ハニカム構造である。
【００３８】
　このように、本実施の形態では、通路方向の長さが、通路方向に直交する方向の最大幅
より長いメイン触媒１００を採用し、揺動支持部の右端の右方にメイン触媒１００を配置
する。さらに、メイン触媒１００を、側面視で揺動支持部と少なくとも一部が重なり、且
つ、下面視でエンジン９３と一部が重なるように配置する。
【００３９】
　この配置により、メイン触媒１００は、エンジン９３よりも右方向に大きくはみ出すこ
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となく、且つ、メイン触媒１００の右方が外に開放されるよう、揺動支持部の右端の右方
におけるデッドスペースにメイン触媒１００を配置することができる。メイン触媒１００
の右方が外に開放されるように配置されることで、メイン触媒１００から放出される熱気
の大部分をエンジン９３の右方に逃がして、エンジン９３上方の空間に熱を籠もりにくく
することができる。よって、メイン触媒１００を消音器１０１より上流の排気通路に配置
しても、メイン触媒１００の熱気による影響を低減できる。
【００４０】
　＜変形例１＞
　図５（ａ）は、メイン触媒の配置パターンの変形例１を示す側面図であり、図５（ｂ）
は、メイン触媒の配置パターンの変形例１を示す底面図である。変形例１では、上記実施
の形態に比べ、メイン触媒１００を前方に移動させたものである。具体的には、メイン触
媒１００を、側面視で、第２ピボット軸１０７と重なる位置まで移動させた配置例である
。このとき、メイン触媒１００は、下面視で、一部がエンジン９３と重なっている。
【００４１】
　＜変形例２＞
　図６（ａ）は、メイン触媒の配置パターンの変形例２を示す側面図であり、図６（ｂ）
は、メイン触媒の配置パターンの変形例２を示す底面図である。変形例２では、変形例１
に比べ、メイン触媒１００を前方に移動させたものである。具体的には、メイン触媒１０
０を、側面視で、リンク部材支持部１０８と重なる位置まで前方に移動させた配置例であ
る。このとき、メイン触媒１００は、下面視で、一部がエンジン９３と重なっている。
【００４２】
　このように前後にメイン触媒１００の配置をずらしても、揺動支持部とメイン触媒１０
０の一部が重なるように配置して、実施形態と同様の作用が得られる。
【００４３】
　＜変形例３＞
　図７（ａ）は、メイン触媒の配置パターンの変形例３を示す側面図であり、図７（ｂ）
は、メイン触媒の配置パターンの変形例３を示す底面図である。変形例３では、メイン触
媒１００の上流端中央から下流端中央に向かう仮想直線が、側面視で、車両の前後方向と
平行になるように、メイン触媒１００が配置されている。このとき、メイン触媒１００は
、側面視で、一部が揺動支持部と重なっており、下面視で、一部がエンジン９３と重なっ
ている。メイン触媒１００の上流端とは、排気通路の距離で、メイン触媒１００の排気口
に最も近い端である。メイン触媒１００の下流端とは、排気通路の距離で、メイン触媒１
００の消音器１０１に最も近い端である。
【００４４】
　メイン触媒１００を、このような向きで配置しても、実施形態と同様の作用が得られる
。
【００４５】
　以上、本発明の各実施の形態について説明した。
【００４６】
　なお、上記実施の形態では、排気管およびメイン触媒が右リンク部材の右方を通る自動
二輪車について説明した。しかしながら、排気管およびメイン触媒が左リンク部材の左方
を通る自動二輪車であってもよい。
【００４７】
　また、上記実施の形態では、メイン触媒は、多孔構造、および、通路方向の長さが通路
方向に直交する方向の最大幅より長い構造を有していると説明した。しかしながら、メイ
ン触媒は、必ずしもこのような構造を有する必要はなく、排気通路の中で排ガスの浄化能
力が最大の触媒であればよい。
【００４８】
　また、本発明においては、排気通路には１つの触媒が設けられていてもよいし、複数の
触媒が設けられていてもよい。１つの触媒が設けられている場合には、この触媒がメイン
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触媒となる。また、複数の触媒が設けられている場合には、複数の触媒のうち、最も浄化
能力の大きい触媒がメイン触媒となる。本明細書においては、触媒物質および担体を含ん
だ構成を、触媒と呼んでいる。また、メイン触媒は、複数ピースの触媒が近接して配置さ
れた構成としてもよい。ここで、近接とは、触媒の各ピースの排ガスの通路長よりも短い
間隔を示す。複数ピースの触媒の担体または触媒物質の組成は、同一でも、複数種類でも
よい。
【００４９】
　また、上記実施の形態では、メイン触媒は、下面視で前記単気筒４ストロークエンジン
ユニットと一部が重なるように配置された場合について説明したが、上面視で前記単気筒
４ストロークエンジンユニットと一部が重なるように配置されてもよい。
【００５０】
　また、上記実施の形態では、ファンを自動二輪車の中央より右方に設けた場合について
説明した。しかしながら、ファンを自動二輪車の中央より左方に設けてもよい。ファンを
左方に設けた場合には、メイン触媒は、自動二輪車の中央より左方に配置するとよい。
【００５１】
　また、上記実施の形態では、揺動支持部がリンク部材とエンジン支持部とリンク支持部
とを有し、車体フレームとエンジンとが２つのピボット軸で揺動可能に接続された構成に
ついて説明した。しかしながら、図８に示すように、揺動支持部は、フレーム支持部１１
０とエンジン支持部１１１とを有し、車体フレーム８１とエンジン９３とが、リンク部材
を用いずに、１つの第２ピボット軸１０７で揺動可能に接続されてもよい。
【００５２】
　また、上記実施の形態では、揺動支持部をエンジンユニットの下面に形成した場合につ
いて説明したが、揺動支持部をエンジンユニットの上面に形成してもよい。
【００５３】
　また、上記実施の形態では、強制空冷式スクータ型の自動二輪車を例に説明した。しか
しながら、本発明は、水冷式スクータ型の自動二輪車にも適用可能である。
【００５４】
　本発明は、多くの異なった形態で具現化され得るものである。この開示は本発明の原理
の実施形態を提供するものと見なされるべきである。それらの実施形態は、本発明をここ
に記載しかつ／または図示した好ましい実施形態に限定することを意図するものではない
という了解のもとで、多くの図示実施形態がここに記載されている。
【００５５】
　本発明の図示実施形態を幾つかここに記載した。本発明は、ここに記載した各種の好ま
しい実施形態に限定されるものではない。本発明は、この開示に基づいて当業者によって
認識され得る、均等な要素、修正、削除、組み合わせ（例えば、各種実施形態に跨る特徴
の組み合わせ）、改良および／または変更を含むあらゆる実施形態をも包含する。クレー
ムの限定事項はそのクレームで用いられた用語に基づいて広く解釈されるべきであり、本
明細書あるいは本願のプロセキューション中に記載された実施形態に限定されるべきでは
ない。そのような実施形態は非排他的であると解釈されるべきである。例えば、この開示
において、「好ましくは」や「よい」という用語は非排他的なものであって、「好ましい
がこれに限定されるものではない」や「よいがこれに限定されるものではない」というこ
とを意味するものである。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、単気筒４ストロークエンジンと排気装置の構成とを有するエンジンユニット
の動力で移動する鞍乗型車両に利用できる。
【符号の説明】
【００５７】
　８０　自動二輪車
　８１　車体フレーム
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　８２　ヘッドフレーム
　８３　メインフレーム
　８４　サイドフレーム
　８５　リアフレーム
　８６　シートフレーム
　８７　ハンドル
　８８　フロントフォーク
　８９　前輪
　９０　足載せ板
　９１　シート
　９２　車体カバー
　９３　エンジン
　９４　第１ピボット軸
　９５　クランクケース部
　９６　シリンダ部
　９７　シリンダヘッド部
　９８　ファン
　９９　排気管
　１００　メイン触媒
　１０１　消音器
　１０３　後輪
　１０５　右リンク部材
　１０６　左リンク部材
　１０７　第２ピボット軸
　１０８　リンク部材支持部
　１０９、１１１　エンジン支持部
　１１０　フレーム支持部
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